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男 5，863人 (+23) 

女 5，684人 (+13) 

計 11，547人 (+36) 

世帯数 3，606戸 (+21)
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5月5日は『こどもの巴J10

この日はいつになく大きく聞こえます。子供疋ちの楽しげな声も¥

常宏保育園の青組さん21人も¥紙かぶとを作って一足早い端午の節

匂を祝いましだ。みんな元気なチビッコばかり O 「大きくなっだらブ

マムはお姫様になり疋いなあ」と目を輝ガせて口野球選手になるぞ」

これからも¥のびのびと健やかに育って下さいネ。いましだ。
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昭
和
六
十
三
年
度
昭
和
町

一
般
会
計
当
初
予
算
と
国
民
健
康
保
険
ほ
か

三

件
の
特
別
会
計
当
初
予
算
が
、

三
月
十

一
日
開
会
の

三
月
定
例
町
議
会
で
審

議
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額

二
七
億
八
、
八
九
六
万
円
、
特
別
会
計
は
、

国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
、

下
水
道
事
業、

渇
水
対
策
事
業

の
四
会
計
で
十
億
六
、

七
三
八

万
二
千
円
と
な
り
、

一
般
会
計
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
二
億

一、

七

六
五
万
円
、
七

・
二
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

「
清
里
の
森
」
に
保
健
休
養
施
設
を
建
設

ー
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ

フ
を
提
供

i

歳
入
の
七
四
%
を
占
め
る
町
税
は
、

前
年
度
か
ら
の
円
高
経
済
の
影
響
に
よ

る
法
人
町
民
税
の
伸
び
は
少
な
く
、
固

定
資
産
税
は
前
年
度
並
に
近
い
収
入
が

見
込
め
、
全
体
で

0
・
一
六
%
減
の
緊

~7ì億②o@@@問
{62年度当初比は7.2%減〉

~地方受付税5年連続ゼ口~

縮
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金

に
つ
い
て
は
、
国
の
内
需
拡
大
の
積
極

型
予
算
に
比
例
し
て
枠
の
拡
大
が
図
ら

れ
、
前
年
度
比
三

0
・
三
%
増
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
「
清

里
の
森
」
に
町
民
の
保
健
休
養
施
設
を

建
設
す
る
た
め
町
債
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳入歳出款別構成図
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国
日
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イ京什
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、

自動車取得税交付金
2，500万OT円
(09%) 

地方譲与税
2，600万0千円
(0.9%) 

な
お
、
地
万
交
付
税
は
、
引
き
続
き
五

年
連
続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

山

U
豊
か
な
町
つ
く
り
と
生
活
基
盤
の
整
備

本
年
度
の
主
な
事
業
は

、
「
町
民
総

参
加
に
よ
る
町
政
」
の
基
本
的
な
考
え

の
も
と
、
各
地
区
要
望
の
身
近
な
環
境

整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
、

「
心
の
か

よ
う
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
て
、
そ
の
対
応
・
方
策
を
的
確

に
と
ら
え
適
時
適
切
な
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
計
画
し
ま
し
た
。

内
容
は
、

「
町
民
の
刈
心
」

の
拍
設
と

し
て

「
清
里
の
森
」
に
保
健
休
養
施
設

を
建
設
、

町
民
総
参
加
の
ふ
る
さ
と
祭

リ
の
実
施
、
勤
労
者
住
宅
資
金
の
融
資
、

町
誌
編
さ
ん
事
業
、
下
水
道
事
業
、
区

fσ〉イ也 一一
，107万7千円
(0.5%) / 
Tたばこ消費税
，011万6千円
(3.4%) 
霊気税 一一

億4，312万8千円
(7 %) 

画
撃
理
事
業
、
都
市
計
画
街
路
、
保
育

料
・
幼
稚
園
就
園
へ
の
助
成
、
住
民
基

本
台
帳
整
備
の
電
算
機
導
入
、
好
評
の

「
海
の
家
」
の

助
成
、
金
婚
祝
金
・
出

生
祝
記
念
品
贈
呈
、
公
会
堂
建
設
費
、

給
食
費
の
軽
減
、
働
く
婦
人
の
家
運
営

費
、
水
田
農
業
確
立

・
畜
産
公
害
等
対

策
費
、
学
習
環
境
の
整
備
充
実
を
図
リ

社
会
教
育
の
推
進
、
公
民
館
の
活
動
強

化
、
教
育
施
設
教
材
の
整
備
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
の
ほ
か
、
道
路
・

河
川
等
整
備
や
老
人
福
祉

・
障
害
者
福

祉
・
母
子
福
祉
等
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
推
進
し
、
各
種
検
診
・
人
間

ド

ッ
ク
・
予
防
接
種
・
健
康
相
談
等
の

諸
施
策
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
リ
節
減
を
図
り
、
今
後
の
財
政

上
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
特
別

の
も

の
を
除
き
前
年
度
並
み
に
据
置
き
、
行

財
政
改
革
の
推
進
、
行
政
の
効
率
化
、

簡
素
化
を
踏
ま
え
て
の
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。60年度

和61年度

昭和62年度

昭和63年度

16削

24憶山

24 億9，引川，4泊4桁悶5

30f!O，661万四 ( 

27億8，896万O千円

千円)

歳 出 歳 :74fゴ
ドー一一一

科 目 E ノ¥- 吉買 干斗 目 金 客員

保険給付金 335，742 国民健康保険税 261，685 

老人保健拠出金 133，187 国庫支出金 170，576 

手芸 費 12，825 繰 越 メムドι 10，000 

そ グ〉 他 18，522 てヲ グ〉 他 58，015 

総 客員 500，276 主fIll公し、 客員 500，276 

63.5.1② 

ー一司事謂謂富田開ヨB
ー一一一一一一一ーー (単位

広報しよろわ

千円)

仁一疋一十i:B 歳 入
“一一品~一一 -r-- 一ー一ー一一一一一一ーーーーー

キヰ 目 金 客買 科 目 金 吉買

医療諸費 344，352 支払基金交付金 238，743 

務 費 194 国庫支出金 67，919 

そ グ〉 他 102 そ グ〉 他 37，986 

客貢 344，648 客員 344，648 

(単位
ez置彊@-tl;]1董薗
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一 般 会 計 当 初予算
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公
引
(

民生費
:2 f0:()‘日6:"j)i fIIl 
( 0(;0ο) 

農林水産業費
2m， . ~:1， J}2 f-lll 
( 10ο01 

教育費
)fむl的 1jfll r 1

1 J 

( 11. •• jOo i 

町民q人当りにかかるお金(総額 241， 531円)1
教 育費

2ア， 621円

学 校地設 整備や文化

.スポーツ活動など青

少年対策・学校給食の

費用

その他

58，272円
農業や商工業の振興

観光・ 消防・ 議会・ 1動
く婦 人の家などの費用

その他
1，46R万8了同
(0. 501I) 

消防費
l位 1.410J:i7千円
(4.10-b ) 

務費

54，71 7円

窓 口サービ スや広報

誌の発行 -選挙 ・統計

・町有財産 管理・人件

費 な どの費用

衛生費

オ0，788円

予防 接種や成人病対

策 ・ゴミ処理・ 公害対

策 ・人間 ドック などの

費用

民生費

23，265円

老人・ 身障者・母子

福祉 のまちづ くり、児

童手 当 ・保育所などの

費用

量巴~
刷也、土 木費

66，868円
道路舗装や河川整 備

.住毛建設 ・土地 区画

整理や公園などの費用

キ斗 目 金 客員

土 木 費 772，126 
都市計画 費 374，903 
道 路 橋 り ょう費 320，348 

7可 Jl[ 費 47，948 
土 木 管 理費 17，262 

{主 司，ーーι=苧ゆ 費 11，665 

車怠 務 費 63 [ ，8 [8 

総務 管 理 費 193，853 
jノf二 画 費 377，400 
{蚊 平見 費 43，197 
戸籍住民基本台帳費 10，422 
監 査 委 員 費 5，861 

選 挙 費 515 
統計調 査費 570 

孝文 =同b< 費 3[8，940 

保健体 育 費 69，578 
寸-'"一. 干支 費 109，720 

社会教 育費 44，817 

中 ザAムιー 校 費 57，245 
教育総 務費 37，580 

民 生 費 268，637 

児 童 福祉 費 154，303 
社 会 福祉費 114，333 
災 害 救 助 費

農林水産業費 278，372 
農 業 費 278，372 

公 債 費 209，698 

公 {責 費 209，698 

律I 生 費 [24，567 

i青 掃 B 費 55，082 

保 健 衛生費 69，485 
j肖 防 費 [ [4， [07 

消 日方 費 114，107 

議 dコ士:;;: 費 56，007 
言義 dzk ェ 費 56，007 

そ σ〉 イ也 14，688 

(商 工 費) 8，358 

(労 {動 費) 828 

(子 イ庸 費 ) 5，500 
(災 害 復旧費)

(諸 支 出金)

L 車怠 客頁 2，788，960 

TILJ) 

ー一

千円)
一 ー

歳 出 歳 入

キヰ 目 ifi: 、B 在員 手ヰ 目 /豆¥¥ 言員

土ハ〉星口ト、 1先 費 11，115 国庫 支 出金 35，000 

下水道事業費 201，083 繰 入 金 92，796 い域叩Y 73，393 
繰 越 :&- l 

公共下水道代 127，690 
諸

ノAザ、 イ責 費 3，000 ~~ 入 l 

子 {席 費 300 町 {責 87，700 

主刊2公し、 客真 2[5，498 東芝、 客員 215，498 

(単位es.主主車産E歪a・千円)
r相暗-

司、 一一一 ー-..町宇一_.ー一ーーー司、ー -一一ー品-~--一ー品ー 司 押守田一・ーーーー『由同-司唱_.白押・ーーー'ーーー「

歳 出 歳 入
一一一一トーー一一一一一一一一一一一ω寸{ー』一一一一一一一一一一ー

利 目 /ヨ¥Z 額 手中 目 ifi:、、 在員

渇水対策 費 5，960 諸 収 入 6，260 

子 {席 費 1，000 |繰 越 金 700 

車志 客員 6，960 総 客員 6，960 

一
合)63.5.1 

(単位
ez豆霊童王室置E霊B

広報 しよろわ



グ
巴
色
只
ω
@旬。
復
活
に
向
け
て
f
)

白
色
@
@
幻
自
mω
冒
図
包
邸
舘

ほだる放流記念バッジ図案

-図案考案者・

西条新田

日向東洋子さん

町
教
育
委
民
会
は
三

H
ご
|
八

H
、

紙
漉
阿
原
地
内
の
水
路
で
泉
町
長
を

は
じ
め
、
は
た
る
愛
護
会

(
昭
和
・

山
中
湖
・
小
田
川
)
・
各
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
、
盛
大
に

「
源
氏
ボ
タ
ル

幼
虫
放
流
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
か

つ
て
町

の
象
徴
だ

っ
た
蛍
を
呼
び
戻
そ
う
」

と
町
中
央
公
民
館
に
飼
育
室
を
設
置

し
、
川
年
六
け
か
ら
他
山

の
ポ
公
選

、
‘
、
、
}
、
L

J

F

l

J

:

)

ん
F

今
大
?
と
カ
ら
J
J
'

て
J
V
打
〆
た
JU

F
L

卯

の
川
川
打
に
-
取
り
'
叫
ん
で
き
ま
し
た

そ
の
か
い
九

勺
て
昨
年
じ
け
に
ふ

叱
こ

h

点
的

、心
比
し
た
'訂
後
立
、
本

，
(

!

'

d

!

j

i

i
J

1
 

いいれ

一
・
.h

し
か
な
か

ゥ
た
幼
虫
も

八
ヵ

H
の
川
に

一一

C

に
成
ド
し

ま
し
た

そ
の
た
め
、
九
川
町
円

の
幼

虫

の
7
ち
、
休

の
大
き
い
八
γ

日
刊
を

「一 ι

フE気に香
〈 円ってねJ ー~
幼虫制約 る チ ヒf:JThfら賞の

ーー

l -

ー
ー

--

比
流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
H
は
、
町
内

の
川
つ

の
保
育

阿
児
約
一
山
人
を
折
作
し
、
凶
行
匹
の

蛍
の

幼
虫
を
岡
山
心

一
人
ひ
と
リ
の
手

で
'Hum
に
似
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど

の
問
川
ん
が
蛍

の
幼
虫
を
見
る
の
が
は

じ
め
て
と
あ

っ
て
み
ん
な
ピ

ッ
ク
リ

し
て
い
ま
し
た
が
、
同
児
ら
は
「
一冗

れ
に
育

っ
て
ね
」
と
戸
を
掛
け
な
が

I MERI 

ら
放
流
し
て

い
ま
し
た
。

④

ま
た
式
で
は
、
先
に
募
集
し
た

放

日

流
記
念
バ

ッ
ジ
の
図
案
考
案
者
で
あ
日

る
西
条
新
田
の
日
向
東

洋

子

さ

ん

が

わ

表
彰
さ
れ
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
、
わ

し
た
。

し

蛍
は
順
調
に
育
て
ば
、
今
月
中
に

閣

は
サ
ナ
ギ
化
し
、
六
月
下
旬
に
成
虫

に
な
り
ま
す
。
夏
の
夜
空
に
蛍
の
飛

び
交
う
風
景
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す

、d
o

，e
au
 …

⑧

⑧

⑧

 

蛍
は
節
足
勃
吻
門
昆
虫
綱
問
問

蛍
制
の
毘
屯
で
す
。
担
保
で
約
二
干

煙
、
白
木
で
は
山
二
〈
本
日
間
β
い
ま
す
。

一

全
般
に
熱
帯

・
亜
熱
帯
地
万
に
多
く、

…

そ
の
始
ん
ど
が
肉
食
で
カ
タ
ツ
ム
リ

を
食
べ
て
育
ち
ま
す
。
日
本
の
源
氏

蛍
と
平
家
蛍
は
淡
水
産
基
貝
を
食
物

と
し
て
幼
虫
の
時
代
を
水
の
中
で
す

ご
す
世
界
で
も
ゆ
ら
し
い
蛍
な
の
で

す
。

一

…
⑪
⑧
O
活
安
倍
)
⑧

源
氏
蛍
は
鹿
児
島
よ
り
青
森
ま
で

に
分
布
し
、
日
本
固
有
の
蛍
で
す
。

か
つ
て
全
国
各
地
の
清
流
の
ほ
と
り

に
名
所
を
つ
く
り
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
だ
。

し
か
し
、一

生
の
大
部
分
を

水
中
で
す
ご
す
疋
め
水
質
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
川
の
活
染
に
伴
な
い

消
滅
し
と
名
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
タ
闇
せ
ま
る
川
岸
に
飛
び
か
う

源
氏
蛍
は
、
や
は
り
日
本
の
代
表
的

な
蛍
で
す
。

.... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
-. . . . . . . . . . 
-. . . . . . . ・...
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町
で
は
三
月
二
十
九
日
、

釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場

で
泉
町
長
を
は
じ
め
各
地
区

体
育
関
係
者
ら
約
六
十
人
が

出
席
の
も
と
同
運
動
場
夜
間

照
明
施
設
と
散
水
施
設
の
竣

工
式
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

年
々
ス
ポ
ー
ツ
が
さ
か
ん

に
な
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
毎

日
の
よ
う
に
グ
ラ

ン
ド
が
使

用
さ
れ
、
夜
間
は
照
明
を
使

用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
釜

無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
に

は
照
明
設
備
が
な
く
、
利
用

者
か
ら
夜
間
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
昨
年

十
一
月
か
ら
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
利

用
し
て
夜
間
照
明
と
散
水
施
設
の

設
置
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

夜
間
照
明
施
設
は
、
工
事
費
四
、

二

O
O万
円
で
、
野
球
場
四
基
八

O
灯
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
十
二
灯
の

照
明
を
設
置
。
ま
た
散
水
施
設
は
、

工
事
費

一
、
九
九

O
万
円
を
か
け
、

埋
込
み
式
一
幕
、

立
上
り
式
凶
基

を
敷
設
し
ま
し
た
。
散
水
器
は
、

一
基
あ
た
り
毎
分

一
、
五

o
o
r

を
散
水
し
、
散
水
量
な
ど
を
セ

ッ

ト
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
局
部
散
水
、

全
面
散
水
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
設
備
に
よ

っ
て
、
こ

れ
か
ら
は
ナ
イ
タ
ー
気
分

を
味
わ
い
な
が
ら
、
ま
た

砂
ぼ
干
」り
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
プ
レ

ー
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
シ

ー
ズ

ン
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド

を
お
お
い
に
活
用
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
下

支
」
い

。

...町民のみなさんの声に こたえ完成した大型照明 と散水設備グ

-
夜
間
照
明
使
用
料
・

野

球

一

時

間

一
、
三

O
O円

ソ

フ

ト

一

時

間
七
O
O
円

テ

ニ

ス

一

時

間
三
O
O
円

・
申
込
み

・
問
合
せ
は
、

町
教
育
委
員
会
(
宮
市

|
3
7
3
7
)
ま
で
。

第
刊
同
盟
世
界
児
叢
顔
展

雨
宮
真
紀

押越
押
越
の
雨
宮
真
紀
子
ち
ゃ
ん
(
四
才
・
か
お
り
幼
稚
園
)
は

一
一
一
月
二
十
八
日
、
第
十
八
回
世
界
児
童
画
展
で
見
事
、
美
育
文
化

協
会
賞
に
入
賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
児
童
画
展
に
は
、
全
国
か
ら
二
十
二
万
点
も
の
応
募
作
品
が

あ
り
、
そ
の
中
で
わ
ず
か
百
四
十
六
点
し
か
な
い
特
別
賞
に
真
紀

子
ち
ゃ
ん
は
選
ば
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
へ
入
る
前
か
ら
絵
が
好

き
だ
っ
た
と
い
う
真
紀
子
ち
ゃ
ん

が
描
い
た
作
品
は
「
う
さ
ぎ
き
ん
」
。

幼
稚
園
の
遠
足
で
動
物
園
へ
行
っ

た
後
に
、
絵
の
具
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
夢
中
で
描
い
た
作
品
で
す
。

「
ピ
ン
ク
色
が
大
好
き
」
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
明
る
い
ピ
ン
ク
色
を

大
胆
に
使
い
、
色
鮮
か
な
う
さ
ぎ

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
「
暇
さ
え
あ

れ
ば
い
つ
も
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
中
で
は
お
ね
え
さ
ん
的

存
在
」
と
担
任
の
秋
山
映
子
先
生
。

真
紀
子
ち
ゃ
ん
は
家
に
帰
っ
て

も
自
分
で

新
聞
広
告

を
と
っ
て

お
い
て
そ

の
裏
に
絵

を
苗
く

z

i

-

-

ど
。
そ
ん

な
真
紀
子

ち
ゃ
ん
を

祖
父
の
馨

さ
ん
と
祖
母
の
晴
子
さ
ん
は
「細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
描
き
、
観
察
力
の

あ
る
子
で
す
ね
。
普
段
は
近
所
の

子
供
さ
ん
と
外
で
活
発
に
遊
ぶ
普

通
の
女
の
子
で
す
」
と
笑
い
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
納
得
の
い
く
ま
で
質
問

す
る
と
い
う
真
紀
子
ち
ゃ
ん
。
「
今

度
は
犬
や
猫
、
そ
れ
に
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
を
描

き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
ら
し
い
の
び

の
び
し
た
絵
を
描
い
て
下
さ
い
ね
。

ミJ
j
d
Fl 

砂
入
賞
作
品
の
前
で
お
父
さ
ん

の
敏
明

5
ん
と
い
っ
し

ょ
に
記
念

撮
影
す
る
真
紀
子
ち
ゃ
ん
。

山
梨
県
民
会
議

会
長
表
彰
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訪
問
駐
日

uuf
間刊力むなけ第
9
区

町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
八
田
町

内

一
周
駅
伝
大
会
が
四
月
三
日
、
各
地

区
か
ら
十
一
チ

l
ム
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
押
原
中
学
校
々
庭
を
十

時
に
ス
タ
ー
ト
。
十
一
区
間
二
十
七
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た

っ
て
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

選
手
達
は
、
た
す
き
を
少
し
で
も
早

く
手
渡
そ
う
と
区
間
を
必
死
に
走
り
、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
好
レ

ー
ス
を
展
開
。

沿
道
や
中
継
点
に
つ
め
か
け
た
人
達
の

盛
ん
な
声
援
に
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
築
地
新
居
チ
l

ム
が
優

勝
を
果
た
し
、
七
年
連
続
優
勝
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

-

優

勝

築

地

新

居

チ

ー

ム

(時
間

1
時
間
引
分
初
秒
)

準

優

勝

押

越

チ

ー
ム

三

位

西

条

二

区

チ

ー

ム

四

位

西

条

一

区

チ

ー
ム

五

位

河
東
中
島
チ
!
ム

六

位

上

河

東

チ

l

ム

第
六
区

中

込

裕

西

条
一
区

第
七

区

角

野

祐

子

西

条

一

区

第

八

区

鷹

野

幸

仁

飯

喰

第
九
区

雨
宮

稔

河
東
中
島

第
十

区

山

下

聖
光

築
地
新
居

第
十
一区

川
口

義

行

西

条

二

区

・
区
間
新
記
録
者
・

(
敬
称
略
)

氏

時

間

丹
沢

8
分
幻
秒

井
上

7
分
∞
秒

(タ
イ
記
録
)

7
分
必
秒

七

位

紙

漉

阿

原

チ

ー

ム

八

位

河

西

チ

ー
ム

九

位

飯

喰

チ

ー
ム

十

位

西

条

新

田

チ

l

ム

十

一
位

清
水
新
居
チ
l

ム

・
区
間
優
勝
者
・

(敬
称
略
)地

区

紙
漉
阿
原

清
水
新
居

西
条
二
区

上

河

東

河

西

区
間
名

第

一
区

第
二
区

第
三
区

第
四
区

第
五
区

高井佐鈴 丹
野上藤木沢 氏

j羊 千洋辰啓名

一春 江己太

区
間
名

第
一
区

第
四
区

第
十
一
区

千 啓名
春太

川
口

義
行

回目
w
揺

を

1
問

i
て

『川

押

原

保

育

園

園

児

ら

と

な

祭
り
会
』
を
開

D
「
ふ
ノ
ヲ
、
/
乃
守

U
1ノ
b
j

き
、
お
年
寄
り
達

l
i
l-
-cmxMdω
句
」
ぷ
ヒ

b

と
桃
の
節
句
を
祝

押
原
保
育
園
で
は
三
月

三

日

、

町

内

い

ま

し

た

。

の
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
「
昭
寿
荘
」

こ
の
日
は
、
園
児
ら
三

十
人
が
慰
問
。
お
ひ
な
様
が

は

所
狭
し
と
飾

ら
れ
た
り
ハ

J
q

ビ
リ
室
で
「
ょ
う
せ
い
達
の

祝

ジ
ャ
ズ
・
ダ
ン
ス
」
「
銀
の

明

笛
」
「
ス
ペ
イ
ン
の
女
の
子

哨

」
な
ど
の
歌
や
遊
戯
を
披

同

露
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り

暗

達
も
歌
に
合
わ
せ
て

口
ず

寄

さ
み
な
が
ら
、
か
わ
い
ら

砕

し

い
チ
ビ
ッ
子
達
の
演
技

恥

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

伽

お

年
寄
り
〉
わ
は
「
毎
年

囲

こ
の
日
が
楽
し
み
で
す
。

霊山な

来
年
も
ま
た
来
て
下
さ
い

村

ね

」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

針
て
い
ま
し
た
。

* 
* 
* 

Vお母さんに教えても らいながら、

一生懸命調理するチビッ コ達。

* 

去
る
三
月
二
十
八
日
暖

~
か
に
な

っ
た
春
休
み
の
ひ

催
時
一

と
と
き
、
町
総
合
会
館
調

聞

い

理
室
で
母
と
子
の
料
理
教

{
歪
楽

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

恒

敏

る

こ
の
教
室
は
、

町
栄
養

画
一
思
ポ

改
善
推
進
員
会
の
事
業
の

凶
料
配
一

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

面

の

引

の
で
、
こ
の
日
は
約
二
十

詔

子

~

組
五
十
人
の
母
子
が
参
加
。

凶

と

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

出

回

大
福
餅
や
さ
く
ら
餌
を
作

り
、
親
子
で
作
る
楽
し
き

を
味
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「

こ
れ
か
ら
も
、
是
非
こ
の
よ
う
な
機
会

を
L

と
の
強
い
要
望
が
で
る
程
で
し
た
。

同
会
長
の
有
賀
一
江
さ
ん
は
「
思
わ

ぬ
大
勢
の
参
加
者
に
私
達
も
開
催
し
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
機
会

を
今
後
も
増
や
し
、
母
子
だ
け
で
は
な

く
親
子
や
父
子
の
教
室
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
」

と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
回
の
教
室
も
み
な
き
ん
楽
し
み
に

し
て
い
て
下
さ

い
ね
。



⑨⑩⑧ 町
で
は
、
四
月

一
日
付
け
で
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任

{

昇

任

}

建
設
課
副
主
査
(
同
主
任
)

佐
久
間
喜
美
江

経
済
課
主
事
(
同
主
事
補
)永

井

敏

男

厚
生
福
祉
課
副
主
査
保
健
婦
(
同
主
任

保

健

婦

)

大

原

恵

西
条
小
学
校
副
主
査
司
書
(
同
主
任
司

書

)

井

口

香

代

子

押
原
中
学
校
副
主
査
司
書
(
同
主
任
司

書

)

深

沢

昭

子

【
配
置
換
え
}

都
市
開
発
課
主
事
(
経
済
課
主
事
)

秋

山

隆

経
済
課
主
事
(
出
納
室
主
事
)

秋
山
高

一
郎

住
民
課
主
事
補
(
議
会
事
務
局
主
事
補
)

望

月

知

巳

{
新
採
用
}

出
納
室
主
事
補

向

山

初

子

H
H

伊

藤

直

樹

住

民

課

主

事

補

田

中

武

彦

建

設

課

主

事

補

望

月

幸

彦

都

市

開

発

課

技

師

補

羽

刀

寿

幸

議

会

事

務

局

主

事

補

飯

室

美

恵

子

教
育
委
員
会
主
事
補
神
宮
寺
い
く
子

厚
生
福
祉
課
技
師
保
健
婦

一戸
A
居

由
紀

総
合
会
館
用
務
員

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
婦

総
務
課
用
務
員

{

嘱

託

}

押
原
小
学
校
臨
時
教
員

押
原
中
学
校
臨
時
教
員

一一
一一一一
二三
一一
一一一
一一一一
一一一一
一二三
=一二
三
一一一
一一
一一一一一二
三
一一一一二三
一一
一一一一
一一二三

望
月
た
だ
子

河

西

節

子

畑

野

松

雄

高
野

望
月

章
子

泰
城

区
長
・
区
長
代
理
・

常
設
委
員
の
選
任

及
び
変
更

四
月

一
日
付
け
で
、
各
地
区
に
お
い

て
区
長
・
区
長
代
理
・
常
設
委
員
が
次

の
と
お
り
選
任
及
び
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

〈
西
条
一
区
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

八
清
水
新
居
〉

区

長

区
長
代
理

I! 

土
木
委
員

衛
生
委
員

八
築
地
新
居
〉

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

八
上
河
東
二
区
〉

区
長
代
理

土
木
委
員

末

木

敏

夫

曽

恨

啓

順

望

月

優

角

野

辰

夫

堀
之
内
善
三

深木箭宅石
沢村本間川

正長引、征芳
次敏志伍文

栗中松内田
原島岡藤中

正光寛
成雄格之満

水

上

道

彦

上

湯

瀬

贋

-おたを狙ラ悪徳商法
(悪質手口その3・霊感商法 〉

;こんな;
' 点に ， 
;注意を;

不
安
を
あ
お
る
話
に
は

十
分
注
意
を
グ

悪
霊
が

と
り
つ
い
て

い
る
:
:
:

印
鑑
が

わ
る
い
の

で

す

/

相
手
を
不
安
に
陥
れ
、
何
で
も

な
い
査
や
印
鑑
を
高
く
売
り
つ
け

る
手
口
で
す
。

訪
問
販
売
に
来
た

二
人
連
れ
の

男
女
に

「
観
相
を
す
る
偉
い
先
生

を
紹
介
す
る
か
ら
L

と
勧
め
ら
れ
、

後
日
、
先
生
と
称
す
る
女
性
が
訪

印
を

つ
く
り

か
え
な
け

れ
ば

不
幸
は
と
り

の
山
寸
丸
か
れ
な
い

3 

手(Q@匂a0伺ee

子供(特に幼児)と横断歩道を渡ると

き、あなたは子供の手をヲ|し、てあげてい

ますか?

「横断歩道は安全だ し、子供だって周

りを見ながら渡るから大丈夫」と手もつ

ながないで渡っていませんか。

しかし、子供にとっては横断歩道 も危

険な場所なのです。大人が簡単に左右を

確認できる場所も、自の位置が低いこと

もあって子供には何も見えないことがあ

るのです。

横断歩道は安全な場所と決めつけず、

必ず子供の手を号|いてやり、左右の確認

をしてあげましょう。

ね
て
き
た
。

こ
ち
ら
の
顔
を
見
る

な
り

「
悲
劇
の
相
が
出
て
い
る
。

印
鑑
が
悪
い
の
で
は
:
:
:
」
と
言

い
、
印
鑑
を
見
せ
る
と
「
こ
れ
は

不
幸
を
招
く
。
幸
せ
の
来
る
印
鑑

を
つ
く
り
な
さ
い

」
と
口
説
か
れ
、

二
十
万
円
で
新
し
い
の
を
買
わ
さ

]』'こ
。

'4r付
J
J
'
'数

日
後
、

「
印
鑑
を
清
め
る
た
め
、

も
っ
と
偉
い
先
生
に
会
わ
せ
る
」

と
、
神
棚
の
あ
る
も
の
も
の
し
い

雰
囲
気
の
部
屋
に
連
れ
て
い
か
れ

た
O

H

先
生
U

は
「
悪
霊
が
と
り
つ

い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
不
幸

が
絶
え
な
い
」
と
不
吉
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
百
万
円
も
す
る

H

幸
福

つ
ぱ

の
壷
u

を
買
わ
さ
れ
た
。

必
要
以
上
に
不
安
を
あ
お
り
た

て
る
詰
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し

ト
也
、
勺
J

。

広報しよろわ

交
通
安
全

⑦ 63.5.1 



均

「仕事の合い聞をみて練習 しています」

清水幸子さん (75才)

動
的
な
も
の
の
苦
手
な
私
は
、
何

か
自
分
に
ぴ

っ
た
り
な
習
い
卓
は

な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
前
か
ら
書
道
部
に
入
っ
て
い

た
友
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
書
道

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
書
道
部
で
は
毎
月
二
回
、
夜
七

時
半
か
ら
二
時
間
程
練
習
し
て
い

ま
す
。
、
王
な
行
事
と
し
て
は
、
十

一
月
に
あ
る
町
の
文
化
祭
と
二
月

の
中
巨
摩
文
化
展
へ

の
出
品
が
あ
り

ま
す
。
締
切
り
の
間
際
に
な
り
ま

す
と
、
少
し
家
族
に
気
兼
ね
し
な

が
ら
も
、
仕
事
の
合
い
聞
の
時
刷

を
や
り
繰
り
し
て

一
生
懸
命
練
何

し
ま
す
。
夜
は
岐
れ
ま
す
の
で
、

押越

私
は
、
町
の
書
道
部
に
入
部
し

て
、
今
年
で
八
年
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
長
く
続
け
て
こ
れ
た
の

も
、
良
い
指
導
の
先
生
と
い
つ
も

励
ま
し
て
く
だ
さ
る
お
仲
間
、
そ

れ
に
雨
が
降
れ
ば
送
り
迎
え
を
し

て
く
れ
る
家
族
の
協
力
の
お
か
げ

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。踊

リ
や
ゲ

ー
ト
ボ

l
ル
な
ど
活

栄養改善推進員

小宮山欣子さん

(西条二区)

鶏ささ身と野菜の
ごまじょうゆ和え

a 
ゐ

@ 

お

8 

窃

、熱湯で 5糎長さの

』しi十を合わせた割りじょう

-材料 (4人分)一一

・鶏ささ身200g・生しいたけ 4WiJ・きゃいんげん200g

・砂糖大さじ 2、薄日しょうゆ大さじ 2、だし汁大さじ 2

・白ごま大さじ 4・酒大さじ 2

・しょうゆ大きじ 14、だし汁大さじ よ

・作り方

①ささ 身は塩をJ震リ

蒸し器に入

ます。

②生しいたけは

にし、

をかける 。

ごまは香ば‘しく妙め、熱いっちにすり鉢に入れ、 lltlが出

てくるまでよくすり、砂糖、薄口じょうゆ、だし汁、み

りを加えて混ぜる 。

⑤さき 身を細かくさき、

える 。

さやいんげんがない時は、ほうれん草ゃあさっき等でも

よい。

しいたけ、さやいんげんと共に和

朝
、
早
く
起
き
て
冗
気
な
う
ち
に

二
時
間
程
、

書
く
事
も
あ
リ
ま
す
。

そ
う
し
て
作
品
の

出
来
上

っ
た
時

の
喜
び
は
格
別
な
も
の
で
す
。

内
弁
慶
で
農
作
業
一
筋
だ

っ
た

私
で
す
が
、
同
じ
極
味
を
持
つ
仲

間
と

の
交
流
は
、
本
当
に
楽
し
い

も
の
で
す
。
回
リ

の
背
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
趣
味

を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
私
で
す
が
、

嫁
い
で
い
る
娘
も
書
道
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
遊
び
に
行
っ
て
も
共

通
の
話
題
で
話
し
が
蝉
む
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

地
成
に
注
立
し
て
、

書
道
を
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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晴
i
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v
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A
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惜
し
警
品

目
弘
司
」
エ
祖
母

山

g
s
f
・
-
略
.
、
:--司自

d
，z
Z

T

P

J
・・・

7
iら
J
'
一一z

i

・証人-一一円多

4g'

yd日

h
.
r

議ご一一
~
J
J
.
v
m

，一三品同
士
一一万

四円九一『
4

h
p
さ
さ
身
は
他
の
肉
と
く
ら
べ
て
脂

肪
が
少
な
く
、
ま
た
野
菜
と
和
え

る
の
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
ら
れ

ま
す
。

こ
う
ほ
う
俳
句

持
③

下
絹
や
え
も
来
せ
行
く
猫
車

街
路
樹
の
名
も
詳
も
ん
知
ら
ず
木
芽
風

岐
部

信
子

広報しよろわ

春
の
星
追
に
速
な
る
工
事
灯

投
薬
の
使
い
忘
れ
や
春
隣

小
沢
百
合
子

春
昼
や
隣
家
が
火
事
と
知
ら
せ
ら
れ

春
昼
の
丸
事
屋
根
に
穴
吹
こ
し
消
え

長
田
そ
の
子

花
球
に
え
い
で
祝
き
つ
つ
持
の
園

足
音
に
羽
は
た
く
常
や
月
椛

河
田

好
子

指
折
り
て
犬
、
亡
さ
年
月
芋
植
う
る

主
婿
の
会
返
刻
の
タ
タ
し
星
肱

輿
石
さ
車
代

診す
し
か
と
見
せ
て
椿
の
紅
愛
し

補
助
席
に
い
て
つ
な
さ
役
春
の
旅

内
藤
ふ
く
次

春
定
子
の
町
も
み
な
見
、
え
ざ
り
さ

美
術
館
陽
差
し
和
み
て
牡
丹
の
芽

中
;尺

M、

円デ

代

春
灯
飲
み
成
す
茶
の
さ
み
ど
り
に

菓
子
を
置
さ
書
を
置
さ

一
人
春
矩
赴

松
岡

満
子

下
崩
や
工
事
あ
ち
こ
ち
野
氏
の
造

刻
早
さ
別
れ
の
会
や
冴
え
返
る

介

L
Lえ

7
1
ι
f
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一

⑨
お
気
づ
き
で
す
か
0
・⑨

…

一

み
な
さ
ん
。
な
に
か
変
つ
芝
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
か
?

一

…

そ
う
で
す
。
今
日
古
か
ら
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
ガ
変
わ
り
、…

一

二
色
刷
り
に
な
り
ま
し
疋
。
ど
う
で
す
か
。
す
っ
き
り
、

一

…

男
男
く
な
つ
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
?
内
容
も
わ
か
り
や

一

一

す
い
よ
う
に
。
ぎ
疋
¥
親
し
み
の
持
て
る
広
報
紙
を

一

…

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
白
河
近
な
話
題
を
ど

一

一

し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

一

…

役
場
企
画
調
整
室

(
宮
河

|
2
j

q
内
線
げ
)
ま
で

…

薬
袋



(
父
)
正
志

(
母
)
江
津
子

飯喰

早川裕介くん
S 62. 5 . 3生

砂
名
前
の
由
来
愛
想
の
良
い
子
で
す
。
優
し
く
、
勇

気
あ
る
強
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
名
付
け

ま
し
た
。

(
父
)
晴
夫

(
母
)
美
智
子

砂
まし名
しい前
たとの
。願由
い来

明
る
く
、
頭
の
良
い
子
に
育
っ
て
欲

両
親
か
ら
一
宇
ず
っ
と
っ
て
名
付
け

(
父
)
泰
至

(
母
)
弘
手

んく

生

越
晴
J

3

知

日

刊

引

万

一

位

・

I
Q
)

渡んく

生

五
史
J

紅
白
木
口

西

辺

川
渡

f

惨
名
前
の
由
来
「
自
分
の
言
動
に
責
任
の
持
て
る
人

問
」
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
考
え
、
名
付
け
ま
し
た
。

全
身
好
奇
心
の
ヤ
ン
チ
ャ
君
で
す
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
銭
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
、
企
画
調
整
室
ま
で
グ

お 圃空自
た

すこず ーラ

たね
通」

や
えに か
て

今
年
も
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動

な
ど
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
子
供
の
安
全
教
育
は
ど
の

ド
ふ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

L

三
歳
前
後
は
好

am---.
奇
心
が
旺
盛
な
時

4

期
で
す
し
、
判
断

力
も
ま
だ
な
い
年
頃
で
す
の
で
事
故
の

危
険
性
は
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
事

実

一
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の
死
因
の
第
一

位
は
不
慮
の
事
故
で
す
し
、
不
慮
の
事

故
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
水
の
事
故
で、

次
は
自
動
車
事
故
で
す
。

水
の
事
故
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、

危
険
な
川
や
池
に
は
子
供
た
ち
だ
け
で

近
づ
か
な
い
よ
う
に
繰
り
返
し
教
え
て

下
さ
い
。
ま
た
家
庭
で
も
ふ
ろ
や
水
遊

び
の
際
に
は
十
分
な
注
意
か
必
要
で
す
。

交
通
事
故
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、

横
断
歩
道
は
信
号
を
よ
く
見
て
渡
る
こ

と
と
横
断
歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
左

右
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
渡
る
よ
う
に

教
え
て
下
さ
い
。
手
前
の
道
路
が
渋
滞

し
て
い
て
も
反
対
側

の
車
線
は
車
が
ス

ピ
ー
ド
を
だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
決
し
て
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
道
路
の
反
対

側
か
ら
呼
ぶ
の
も
危
険
で
す
。

子
供
が
事
故
に
遭
っ

た
場
合
に
は
ま

ず
何
が
お
こ
っ
た
の
か
を
的
確
に
判
断

し
、
な
に
も
か
も
ひ
と
り
で
や
ろ
う
と

せ
ず
に
、
家
族
、
近
所
の
人
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
な
ど
を
呼

ぶ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
急
な
時
に
連
絡
で
き
る
人

の
連
絡
先
を
普
段
か
ら
メ
モ
し
、
救
急

箱
も
常
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
事
故
は
大
人
の
不
注
意
に
よ
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
自
ご
ろ
か
ら
地
域

ぐ
る
み
で
事
故
の
予
防
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
事
故
が
お
き
た
と
き
に

備
え
家
庭
医
学
書
な
ど
で
正
し
い
救
急

処
置
の
方
法
を
知
っ
て
い
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

小松野海坂早堀宮小渡工刀雨望高米保今塩
津 田j畢野本川内原林浩刀宮月野長坂j畢淳氏

つ
恵亜紘麻か友考達祐未正恵暁良 辰優名

愛輔美史荊さ徳司成輔衣和実雄祐樹弥子

昭
和
六
十
三
年
三
月
一
日

l
三
月

三
十

一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

‘' 出

生

-v

雄保
高勝武 重三武栄一寛 幸悦 広秀 護

上嘉彦{久洋男司 一 郎人茂男郎清文樹忠者

地

区

西
条

二
区

飯

食

築

地

新

居

抑

越

清

水

新

居

築

地

新

居

西
条

二
区

上
河
東
二
区

上
河
東
二
区

築

地

新

居

上
河
東
二
区

西
条

二
区

築

地

新

聞

押

越
河

西

紙

漉

|河

原

‘' 婚
姻

‘' 

八八八八八 八 八 八 八 八 八
山井高石功磯村戸天中望長伊久村石宮河 山井金伊
本口橋井万部松倉野村月谷藤保松原下合形出丸藤

千 ゆ 川
久枝宏か由和博力 美 貴 公 晴 義 洋 美 妙正
美裕美明り修紀彦子意加誠枝行美和子勉矢仁子人

vvvvvvvvvvv 
河飯上 河 築西紙上西西西

河東地条漉 iiiT条条条

東中新 一阿こ!了一二二

区山屑区原区区区区自食

⑨ 63.5.1広報しよろわ

西
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年
に
一
回
は
尿
検
査
を
1
1

J

糖
尿
病
を
早
く
み
つ
け
る
た
め
に

…

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

品

看

護

部

婦

長

有

国

明

美

山

世
界
中
に
約
四

0
0
0万

状
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

ん

入
、
日
本
人
に
は
二

O
O
万
人
と
も

①
体
が
だ
る
く
な
る
。
②
異
常
に

泊

二
五

O
万

人

と

も

糖

尿

病

患

者

が

い

の

ど

が

渇

く

。

③
尿
が
多
量
に
出
る
。
見

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

回
数
も

一
回
の
量
も
多
い
。
④
食
欲

ω

で
は
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
が
あ
り
す
ぎ
る
。
⑤
食
べ
る
わ
り
に

…

の
で
し
ょ
う
。
簡
単
に
言
え
ば

「
遺

や
せ
る
こ
と
も
あ
る
:
:
:
。

ふ
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る
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で
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…

臓

か

ら

分

泌

き

れ

る

イ

ン

ス

か

。
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検
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あ
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ハ
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養
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で
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し
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。
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検
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。
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検
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受
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追
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慰

金
い
か
支
給
さ
れ
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と
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で

す
か
。

会
支
給
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方
法
特
別
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官
金
は
、

戦
没
者
一

人
に
付
し
て
、
似
州
三

十
万
円

の
同
伯
で
ト
ベ
仇
引
き
れ
、
昭

和
六
十

一
年
か
ら
昭
和
じ
卜
年
ま

で
の
十
年
間
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勺
て
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年
三

万
円
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つ
仙
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れ
ま
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-R支給
の
条
件

特
別
引
叫
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間
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叫
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一
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泣
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受
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介
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昭
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給
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ご
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ーー

今年度からの新事業
、昭和町マイホームローンが

昭和町マイホームロ ンは昭和町と労働金

庫が提携し勤労者の皆様にマイホーム資金を

こ、、融資する制度です。

融資対象の方

古川
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だ
さ

い
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お
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昭
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れ
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位
の
泣
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求
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…
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こ
と
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で
き
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の
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、

く
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。
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付
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(
合

九
1

2
1
1
1
内
線
叩
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付
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ボ
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、
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ボ
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練
習
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川
一
火
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日

時

間

午
後
八
時
j

十
時
ま
で

場

所

町

民

体
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館

※
連
絡
先
昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ

代
表

中
沢
色
目
1
4
8
1
8

昭和町内に自己の屑住する住宅を新築・購入

される勤労者の方。

JLiLiip 
利率返潮間 7frイ

利 率:年4.70% ¥ ~ノまで/

返済期間:20年以内

担保・保証人

最高500万円

1'11. 保:土地・建物

保証人:労働金!ボカ、定める保証機関

(WiI人保証は必要ありません。)

保証料:500万円 で94 ， 600円 ( 月半j:~)394円)
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消
火
器
の
悪
質
な
訪

↑

問
販
売
に
ご
注
意
を

最
近
、
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売

一
が
用
加
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
こ
と
に

一
注
意
し
て
、
不
審
な
時
は
購
入
す
る
前

一
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一

一、

消
防
法
で
は
、

一
般
住
宅
に
お
け

-

る
消
火
器
の
設
置
は
義
務
づ
け
て
い

一

ま
せ
ん
。

一
二
、
い
か
に
も
消
防
関
係
に
あ
る
よ
う

一

に
見
せ
か
け
、
巧
妙
で
強
引
な
訪
問

一

販
売
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

一

消
防
職
員
・
消
防
団
員
は

一
切
版
売

一

は
し
て
は
い
ま
せ
ん
。

一

消
水
器
は
、
近
く
の
い
い
凶
で
き
る
版

一
売
府
で
購
入
し
、
永
く
ア

フ
タ
ー
サ
|

一
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ

一
い
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

返済方法

63.5.1⑬ 広報しよろわ

元利均等払。 イ[J~ 月+1、とボーナス 1Jf'用払 。

64，00011] 

月

20，OOOILJ 

13、OOulリ

26，OOQlll 

17，uOu11l 

:33，uOOI1l 

20，而111ち子高 I83，000111 

41，0001可

ボ ー ナ ス

37凶

351l'.1 

⑩!一一 一 I s 
返1つ()()官回 2271111
済 IJUV /Jリ I2:371111 

19~ I一一一--"'-1-2371111

1if-iA:1 
500万円 2271111
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手し 児 健康 診資

実砲日 受付時間及び地区 該 当 v日u 場所

5月11日 午後 1時00分~ 昭和62年 4月出生児。

(水)
(押原地区)

昭和62年 7月出生児。
午後 1時30分~ 総合

(常永地区)
昭和62年10月出生児。

会館
5月12日

午後 2時00分~
(木) (西条地区) 昭和63年 1月出生児。

西条一区西条二区清水新居西条新 田

押越河東中島 紙 漉阿原

築地新居飯l喰河西上河東上河東二区

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知下さい。

包子手帳受付及び一般健康相談日

日時 5月14日(土)・28日仕)

午前 9時-11時30分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけくださしL

3 種混合予防接種

日時 5月27日(針午後 1時-2時

場所 総合会館

該当児 砂 I期……昭和60年 9月 1日~昭和61年 2月28日ま

での出生児。

砂II期・・・・・・ I期 3回を完了して 1年から l年 6か月

以内の者。

砂昭和59年 3月 1日~昭和60年 8月31日までの出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・ 問診票

<注意事項>

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくだき

し、。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人か‘おつれくだき い。

くつぎのような人は接種できません〉

①発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっているもの。

③は しか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

のもの。

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こしたもの。

⑪ 63.5.1 広報しよろわ

l'r， ~ 
-

ムも¥ H / • 
{-. -，11壱

日 時 5月10日(火)午後 l時-2時

場所総合会館

該当児 砂 l回目・・・・・・昭和62年 8月 1日~昭和63年 1月31日

までの出生児。

砂 2回目・・・・・・昭和62年 2月 1日~昭和62年 7月31日

までの出生児。

砂昭和62年 8月 1日以前に生まれた子で4歳以下の

未投与者。

特ち物 母子手帳・問診票

※追加投与・・・・・・上記の実施日に投与できなかった幼児につい

て追加投与を 5月26日嗣午後|時一|時30介

まで実施します。

<注意事項>

。体温は必ずはかつてくださし、。

。問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。

o 投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくだきい。

くつぎのような人は投与できません〉

①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか、 BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

4 歳 6 か月兜健康診査

実施日

受付時間

場所

該当冗

持ち物

5月17日(火)

午後 1時-2時

総合会館

昭和61年 9月 1日~昭和61年11月30日までの出

生児、及び前回未受診児。

母子手|帳・ 1歳 6か月児健康質問票

乳児整形外科模診

実施 日

受付時間

場所

該当児

持ち物

5月25日ヤ付

午後 l時-1時30分

総合会館

昭和63年 2月出生児。

母子手帳

時 点犬、以猫収

日時 5月27日働

午前10時20分-10時25分

場所 総合会館前

集 会臼

※収集車が来るまでは飼王もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。
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謡5周@呂初

砂今月の故事・ことわざ‘ 一姫二太郎fいちひめにたろ -j)

最初の子ガ女で、二番めガ男の子という意昧で、これガ

理想的主主生みか疋どということ。女の子は育てやすいし、

早<手巴いができ、弟をせわすることもできるところから

生まれ疋言葉。女の子ガォ人、男の子ガ2人と解釈する人

ガ多く芯つ疋万、それは誤りで、)11頁!事をいったもの。
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2日・ 9日・ 12日|毎月

毎月

第4水曜日

25日

※収集日 7う、祝祭日の場合は収集業務はいたし

ませんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋ま たは荷札を使って出

してください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名 を記入 し

てください。

※収集日 の当 日午前 8時30介 までに出してく

ださし、。

※可燃物、不燃物の分別はし っかりおこな っ

てください。

※台所の ゴミは水切リをして出し てくださし」
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